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航行ルール：右側通行を遵守する。
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荒川乗艇水域：　戸田橋岸蹴り場～秋が瀬鉄橋間の片道約8ｋｍ

秋が瀬橋

秋が瀬鉄橋

タンカー桟橋

笹目橋
戸田橋

秋が瀬橋より上流は
干潮時に暗礁あり
危険水域：航行禁止

秋が瀬鉄橋を越えたら折り返す
秋が瀬橋には近づかない

大曲

彩瑚
水門

笹目水門

岸蹴り場

大曲から秋が瀬鉄橋に至る
埼玉側の水路は古杭等の
暗礁があるので、岸から15m
以上離れて航行すること。
但し、逆コースに入らぬこと。

復路は大曲を通過する際、ｼｮｰﾄｶｯﾄして
逆コースに入らぬ様に右側通行を遵守する。

浅瀬あり
北西強風時に注意

きついカーブ。
浅瀬あり。

合流地点先に半島状に突き出た
護岸あり。要注意。

笹目橋の下は水路が非常に狭い
橋の手前で前方要注意。

笹目橋手前のﾌﾟｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ
及び笹目橋橋脚に注意。

岸蹴り場から中大艇庫裏付近までは
垂直護岸でﾓｰﾀｰの曳き波が消え難い。

大きく硬いブイが点在している。
衝突しない様に注意。

戸田橋より下流は垂直護岸で、
ﾓｰﾀｰ引き波が消え難ず危ない。
下には下らぬこと。

荒川荒川荒川荒川のののの航行航行航行航行ルールルールルールルール・・・・留意事項留意事項留意事項留意事項：：：：
　①基本は右側通行。（逆コース航行クルーに対しては臆せず注意を喚起すること。）
　②岸寄りには古い杭や暗礁があるので岸から15mは離れること。（特に干潮時）
　③荒川を６レーンコースに見立てれば、往路は２コース、復路は5コースを航行する。
　④見通しの悪いカーブで逆コースに入らぬ様に注意する。
　⑤笹目橋前後は昔から衝突事故が多いところ。通過する際は最深の注意を。
　⑥タンカー等の喫水の深い大型船舶は、水深の深い水路を通るので必ずしも右側航行しない。
　　　狭い水路でタンカーとすれ違わぬ様にする。
　⑦モーターの曳き波に対しては艇を波と並行にして浸水を避ける。

首都高外環道

笹目橋から上流1.5kmの水域は、川が蛇行
している為、逆コースに入りやすい、
舵手無し艇は最深の注意を払って航行すること。

伴走伴走伴走伴走ﾓｰﾀｰﾓｰﾀｰﾓｰﾀｰﾓｰﾀｰ無無無無しでしでしでしで１１１１ＸＸＸＸ出艇出艇出艇出艇するするするする際際際際のののの安全確保安全確保安全確保安全確保にににに関関関関するするするする要件要件要件要件：：：：
１）漕手及び艇に関する要件：
　①経験豊富なスカラーであり、異常が発生した際に適切な対処が出来る者。
　②自己責任の下で出艇できる者。
２）荒川の環境条件：
　③事前に天候及び潮位をチェックし、危険な時には出艇しない。
　④水温10度以下となる冬場には出艇しない。
３）出艇に際しての注意事項：
　⑤荒川での乗艇予定をクラブ管理者に事前に連絡する。
　⑥荒川の状況を熟知し、以下の図に示す航路・航行ルールを遵守する。
　⑦万一の事態を勘案し、救命具及び防水対策した携帯電話等を携行する。
　⑧単独行動を避け、２艇以上の複数で出艇する。
　⑨出艇前及び出艇中に体調管理に留意し、不調時は出艇しない。
　⑩手漕ぎボートも水上交通法規の対象であり「前方注意義務」がある。


